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 ■二つの一覧表：

「人類の無形文化遺産の代表的な一覧表」

「緊急に保護する必要がある無形文化遺産

の一覧表」 

「人類の無形文化遺産の代表的な一覧表」は「代表一覧表」と、「緊急に保護する必要があ

る無形文化遺産の一覧表」は「緊急保護一覧表」と、それぞれ略称されています。この二つ

の一覧表は政府間委員会で決定します。 

「代表一覧表」は「無形文化遺産の一層の認知及びその重要性についての意識の向上を確

保するため並びに文化の多様性を尊重する対話を奨励するため、関係する締約国の提案に基

づき」作成され、常に更新され、公表されます。それに対して、「緊急保護一覧表」は、「適

当な保護のための措置をとるため」に作成、更新、公表されます。関係する締約国の要請に

基づく記載が一般的ですが、きわめて緊急の場合には、委員会は関係する締約国と協議した

上で、関係する遺産を記載することができると条約に記されています。 

二つの一覧表のうち、「緊急保護一覧表」は、継続的な再現や伝承が危機にさらされている

遺産に対して適切な保護のための措置をとることを目指しているので、より重要とされます。 

二つの一覧表の目標や適用される記載基準、申請手続きなどに異なるところがありますの

で、一つの遺産を同時に二つの一覧表に記載することはできません。 

 

 

 

【モンゴル国の無形文化遺産】

モンゴル・ビエルゲー：モンゴルの伝統的民族舞踊

（「緊急保護一覧表」に記載　）
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■「人類の無形文化遺産の代表的な一覧表」

（代表一覧表）へは、 

どのようにして記載されるのですか？ 

代表一覧表へは、次のような段階を経て記載されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、スケジュールについては、２０１０年６月に行われた条約の締約国会議で決定し、

２０１１年から適用されているもので、２カ年かけて、上のような手続きを踏みます。 

 

 

日本の無形文化遺産【 】甑島（こしきじま）のトシドン
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１ 条約の締約国からユネスコに「自国内の無形文化遺産の目録」の中から記載案件を提案 

（スケジュール：1年目の３月３１日まで） 

 

２ユネスコに設置された政府間委員会の補助機関が締約国から提案された案件を審査 

（スケジュール：２年目の６月） 

３ 補助機関の勧告を踏まえ、政府間委員会において代表一覧表に記載する案件を決定 

（スケジュール：２年目の１１月） 






